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故中村要氏の鏡玉作品研究
　　　　　　　　　花山　木　邊　　成　麿
　ノぐ文箱の鬼才故中村要の年忌も早や第一回を迎へんとして居る。月日の立
つ仁道の｝ll・いのに自ら驚く．其間，小生は必要にも迫られなかったとは云へ，
大した仕事も出止す，故人の後を受ける身として，漸幌に堪へない．今月は
丁度一週鯛こも慮り，たま正々A■までに故人の作品につき公に磯表されたも
のがないため，拙筆乍ら一筆する．菲才淺學たる身故，何卒及ばざる貼は諸
賢の御’圃誠を乞ふ．
　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　Lノく界．一1の追悼號に，筆者が故人の製作時代を数段に分って述べた．通じて製
作の凹面鏡穂合計は238個と共の帳面に記入されて居る．然し，他にRefigure
　　　　　　　　　をされたるものも相當に登るであろうし，中には故人が
　　　　　　　　　自ら氣に入らぬ作品には往々署名のないものがある．自
　　　　　　　　　分が持って居る故人の絶品もその中であるが，いつれに
　　　　　　　　　しても猫特のカ1ブと云ぴ，研磨模様，硝r材に封ずる
　　　　　　　　　手人の仕方等によって他人の作品と判別llS下る・4｛面鏡
　　筆　老　　　　は記蔵番號は350面に建して居る．共他署名のないものも
少々あって，400面偉は確かであると思ふ．然し，何れにしても多く≧ド面は小
さいから一面9糎程度のものを作れば，二三個，多い時には五六個も取ること
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が出血るし，叉，故人は人抵その方法によって居たから，通常に磨いた総数
は150個位で，凹面鏡のノド分？或はそれ以Fであったかと思ふ・封物レンズ
は大した数に越して居ないが，これには底幅痴愚氏の19糎，五山氏の15糎等，
著名なものがある．他に10糎級敷個と，それ以下のものも数個らしく，合計
15個一20個位かと思って居る．小レンズ等の手製は無いらしい．あっても僅
少であらう．他に為直レンズが二個ある．
　抵，第一に凹面鏡に就いて書いて見たvo．筆者は未だ故人に遠く及ぱなVb
髪　・　　　　ため山分な批評は出來ないが・一“5＞な
　　　　　　　　　　　　　　　　りとも共技術を尋ねて，斯のカ’而の研究
1．
@yTl．eq！1）．．“’；　　tt　K‘a）ために資したい・
　　　　　岳簡夢　　　　．　　　　総じて云へば，故人は日本のCalverに
　　　　薪　 も晶晶　少くとも凹而
?
　　　　故　中　村要　氏
やれ『完金な品など』なんかと人々が云って居るのを検して見ると，
ともないのがIlticは多い．よし相當な敏量に及んでも，勝手なCurvcに食付
ついてしまって居る1，31を多く認める一一一然し敏・i’個を経ると共に，故人も
技術が一定して來た．傷も次第に少なくなり，何とは無く同じ修il還でも，
カ1ブが南画に行って居る．白分が見て居るのは晩期の作品が多いが，實に
驚き慮る租のものである．・番號を追ひ，代、長的に故人の敬個の作品について，
一つ一つ批ll’ドを加へ，他に二三英國の歯＝名な作家の作品も紹介して見やう．
　1．最初は故人のNo　5の15前年である．厚さは2海内，　Fは155糎，傷も
科噛あるし，磨きはよいが，大きい砂穴が少し見つかった．rfiiはターングウ
鏡，帥ち，忌物線鏡の製作については，
或る鮎まで入闇の最高に達して居た力遅
とさへ思はれる．初期の作品には，（何と
　　　　　　　　　　　うぬぼれ云っても，）故人でも牟分自惚に災され
て，一lj’く見て居る鮎があるが，これは自
分が素人諸君に封ずる苦言でありたv・・
　　　　　　　　　　　　　　大したこ
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ンが5蛇位入り込んで居て，全曲が球面程度で，少し輪が出來て居る．中央
二分位の三三で，少し凹んで居て，幾分二つの球面が軍なった様な感がある・
然し負修正，自Pち帯試験で2ミリ位のが0．5ミリより降りて居ない・故人がこ
れを如何に見たかは，自惚彊い巷間の作家によい清融々iである．帥ち表に示
す通りであある．（天界第64號引照）計算の値に0．8を乗じたものを目的として
修正されて，牧差は0に近い．
　　　　　　　　　　　　　自口ち0．8に正しく修正されたのである様だが，實
　　r　　　　　攻差　68mn、　　＿O、02nu）、　　は0．3位しか進んで居なv・．よく出來たと思ふ喜
　50mm　　－0・Ol　　　びと自信で人は画引に自己暗示を受けるものであ
　30mll・1　十〇．03　　　　　　　　　　　　る．故人の如き人でもやはり一時この影響を受け　10］nm　十〇．03　1　’　’V”　　”　r　”L一
　　　　　　　　　　　　て居るのだが，決して故人を傷ける意味で云ふの
ではない・重ね軍ね同好の研窺者の慢心を戒める一義考にまでとしたい．往
々にして100％の誤り見ることすらあるから，然し故人も流石これは直ちに氣
がついて居るらしい．その爲め現在まで花山にあるのだろう．少くとも故人
の20號以後には，こんなアヤマリはない・磯表は10％と違って居ない．この貼
についても確かに敬意を彿ひ得る．
　2．　自画の7．5糎鏡　中途まで筆者が作ってをつたため，遽慮をして署名に
番號をのせられなかったが，52號一53號の間の作品である．小さいため，傷
も殆んどな）・．箪者の目の前で作られたので，整形法等も色々敏はつた．面は
端が球面で，中央で入り込んで居る．修IE量は1．5倍一1．8倍ではあるが，端が
よV・のと，中央が斜鏡にかくれるのと，Fが長いために，殆んど差支へなV・．
像も即吟のよV・ものである．但し暗室内での感じは可なり外物線とは差があ
る事は否めない．
　　　　　　　　　　　　　3．　N．K．M　103．7．7糎，　F　68糎．硝子材がよ
　　r　　　　敢差　34mm　　＿O．05mm　　V・．磨き美しく，傷も無く，面は非常に圓滑に出
　28mm　　＋0・03　　　來て居る．梢や端の曲が強く，角は少し摺り取つ
　20m皿　　　　　＿0。05　　　　　　　　　　　　てある．萬善のカ1プではないが，小口径であり，　12mm　一〇．9
　　　　　　　　　　　　Fが短かいから，この揚合には差支へない．修正
：量がO．7位に止めてある．これは端の梢強いことを考へての事であるから，そ
c？68 故巾村要氏の鏡玉作晶研究（木邊成麿）
の注意深いのには驚き入る．之は百號内外の小口穫の代表的なものである．
　4．　N．K．M　142．自有の13糎，　Fは116糎である．磨きが端に潤てやや不
完全であるが，面は全て理想的である．修正量は完杢であり，そのカ1ブの
取り方領，申分がない．僅か端2糎が負であるから，所謂Calver型と云ふべ
きもので，像は申分なく，よい牧神は反って目の誤差を生じるから，今書か
ないが，兎角0．00ばかり、だとしても，前後にO．03ミリと外れ・ることはなv・・一
撮，帯測定は自己の暗示を強く受け易v・ものであるから，自作品ぱ他人に計
って貰はないと，確かでない．叉，如何に馴れても，少くとも，0．1ミリの誤
差は，出町るものであるからして，修正量を調べるために端と中間とを槍べ
れば充分で，中間はフ1コ1試瞼の方が確かであり，叉全膿的の面心が見つ
かる．輪等は影以外には容易に槍出出來ない．特に最も大切な端書分に診て
フ1コ1試験は特別によく歓迎1を探し出して呉れる．但中央の穴のみは見逃
すことがあり得るため，帯測定をした方が間違ひが少ないだろう．何れにし
ても種物線鏡の影は實にやはらかく，氣味のよいもので，何とも云へない優
さしみがある．出村氏も，通常，後期，否50番位からは帯測定を修正のため
には使用されなかったし，Calverも使用しなかったと聞く．然し，大口；脛の
ものになれば，この事は當てはまらないだろう．その黙は注意して頂きたい
　5．　N。K．M145．直口樫105粍，　F85糎のものである・磨きと云ひ何と云
ひ非常によく，面は中央20粍直径の小さv・淺v・穴があるタトは，完全である・
さすがに名作だ．帯測定は出來なかったが，中央以外は0に近いだろう．
　6．　花山の極軸望遠鏡用の鏡で，径11糎，F115糎である．署名のない鏡
の代表的なもので，端から少し入ってからstopを作って居り，修：ll環も1．5
｛吝位になって居る．像はやや劣るであろうが，十面位磨いた人では眞似の出
塁るものではない．堂々たる品である．
　7．　15糎．肇国を一寸わすれたが，15糎級の故人の作品として杢く素晴ら
しい．カ1プを研究するのに都合がよいから表は航差とせすに71粍の帯を0
として差を4で除した．チグノ、グするのは目の誤差か？喜々わからないが修正
量は極めて正確であった・代表的の美しい作品で，Cast　diskで作られてあり，
多分100番内外だと思ふ．吉田で見せていただいた品である．
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9．　N．K．M　252．揮20糎，
る．面は端が少し不たく，3糎ばかり入ってから急に下って居る．そして中央
　8，　N。K．M　205．花山にあるComet　seekerの凹
面鏡で，Fは83糎．　Fの短かい品である．面は，こ
れ又，實に氣味よい適まけ美しく出來すぎる位であ
って，或る一派は文句を云ふかも縮れない．修IE量
は梢輕く，0。9位らしい．像がよいのは勿論であるが
楷測定は未だやって居ない．晩期の作品の特徴を具
へた圓熟した而を備へて居る，
　　F157糎訴訟鏡として故人の大きい限度であ
に臨く小さい山が出來て居る．一寸，富山に苦んだ
様子が見える．然し，角をも曲げす，端も下りては
居ない．むしろ，下i）が足りない様であるが，中央
に致って修正量は工．0にまで正しく出鼻て居る．山は
穫2糎で，像には全然無影響である．全躯として故人
の作ではやや見劣のする作品ではあったが，端の負
修TEは像に現れる影響が少なく，最高級品と差はな
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い．今一っ驚くのは，この20糎の大鏡に緋柄の研磨痕すら全然ないことで，
一驚に値する．レンズ研磨を初めてからの故人の鏡面に傷が出來てないのも，
稀な特徴であった．然し，磨きは幾分端が完全であった．
　㈹．　故人の絶品である．西村から筆者が譲り受けだのであるが，署名は
なv・．15糎でF　111糎。両は修正量が1．4強過ぎて居る外は，實に美しい．過
ぎたりとは云へ，猫特の美しい所がある．像は一寸落ちるだけだろう．未だ
目途二二なのかも知れない．
　吹に一寸比較のために他のこ二三の作者の品（自分が見た所で）を知らべて見
やう．
　1．　Calver．眼覗鏡としてこの作者の右に出る者はないと云はれて居
る．特に25糎より50糎までの中口径には天下一品の技術を有して居た．この
作者のことは故人が詳しく論じてあるから，今は述べないが，然し15面一の
小口径では，（像に差支へない程度であるが，）敏黙もある・自分の見た心向
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では．15糎では中村鏡の方が正確であった．
　2．　Ellison．有名な英國の小筆径作家であるが，　F　7のEIIisonの第：67號の
而は，修1E量は聲明の通りO．8－O．9に正確であるが，端から3調子で階段を作
り，暗室内の試験では，1二il村鏡やCalver鏡に劣って，素人臭が淺って居る．
番號も今では共の3倍近く出來ても居るし，何とも云へないが，河西氏所有の
面もこれによく似て居る．塑像では全く差がないが，疇窒ではこの様にアラ
をよく探し出して呉れる．故人は少しこの鏡を過信して居たのと，未だ常時
故人の技術がさまで進んで居なかったために，帯測定などアマ，J都合よく出
すぎて居るが，眞實はもう少し誤差がある様だ．猫ほ砂穴も少し端にあり，
傷が20本以上見付がるのは，一寸見劣りがする．然し一流品で，容易に素人
に生塗出馬る品ではない事は断言して置かう．
　3。　with．花山にある26周越珍らしい品だ。今後再び入手出暇ないだろ
う．径260粍あって，厚さは3糎の板硝子で，周團まで美しく磨かしてある．
Fは185糎，古いのでやや硝子面に斑面があるが，傷も砂穴も少なく，氣持よ
く磨かれて居る．面はフ1コ1試験を行はすに作った品だから，あまり嚴重
な事は云へなv・が，それにしてもよく出癖て居る．修正量はO．5位しか進んで
居なV・が，角の2粍も除V・て，tum　downもなく，中央に歓：貼は出來て居なV・・
カ1プは幾分丸みが歓：けて居るが，確かに二流品よりよく，一流品に封して
も，さしてピケを取らない．像の黙で温度關係を考へれば拗物線に近すき，
完全品に近V・像が出国るであろう。これを見て彼がフ1コ1試験を知らなか
った事を惜む．
　4．　Linscott．繰戸射揚氏の所有になる，口裡31糎，　F290糎のもので，硝
子材は勿論Cast　diskであった・故人も試聡した事のなv・鏡で，作平40年を
経て居るので，やはり幾分拭き取れない曇りが硝子面上にあった．面はよく
墨縄て居て，特に像の鮎を考慮に入れてあるらしい．端が随分廣範園に亘っ
て負修正にあった：全膿の修正量は正しく，　口径の牟分位の所から正しくな
って居る．端は幾分turn－doWn氣味のものが5粍ばかりあった．一寸，京大の
33糎Calver鏡に似た作品で，像も從って良く，よく似て居るらしV・．磨き
は端がやや不完全で，傷もCalverより少し多い・よく出來た品ではあるが，
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申ロ径どしてやはり暗室内の試験ではCalverには一歩劣って居る．これも日
本に一つしかなV・珍らしい鏡である．
　以上を一通じて，孤軍な総評をすれば，故人の作品は，15糎以下の小口径で
は正に天下一品と云ふべきであろう・特に15三一10糎は素晴らしい作品が多
い．ただ訣鮎を求むれぽ，小口径で，時々端のCurveの強いもの（然し，小
口径だから像には大して差支へない．）及び端5粍の磨きが通しで不完全な事
である・傷のない美しい事は實に驚く外はない．故人が充分注意して居た謹
左である・又，中央に鋏貼（これは最も作りゃすく，Calverですら見逃して
居る）の少ないのも確かに特鮎である．小口径の手で作ったものには英國の
作者よりよい・手先の器用な日本人の特性の現れもあるのかも知れなV・が，
實に凹面鏡にかけては，立派な技術を有して居たのが今更惜しみて剰りある・
　大錦故人の言の通り，11糎以上は所謂Calver型の整型面に出域て居るが，
然し申村氏のセルは中央には指で指す程度の小さい穴しかあv・て居なv・か
ら，鏡面の中央はCalverに：比較して謹辞に出町て居る．云はばCalver型と
Ellison型の中間の様な整形面を理想的としで探られ染様に見受ける．この様
な微細な鮎は個人の意見により違って居る・Calverは中央に3分ノー強の穴
のあるセルを使用した故，鏡面が中央牟鋼製の修正が強くなって居る，　ここ
にも鏡型とセルの構造が各製作者に取り不可分の因果關係が見出される．生
牟可な素人がやれ：Ellison型とかcalver型とか，野崎もしないのに無理に論
じたり，作ったりしやうとしても，本質的な研究の上にこの相封的な因果門
馬を考慮して居なくては，全く問題外である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　四
準面鏡，この方面でも故人は彰々素晴し・い技術があった・特に15糎程度の
が敷面あるが，何れもよく，中にもNKP，　NKP　　の如ぎは，あの嚴重
な球面鏡の検査によっても，何一つ訣黙なく，全く李坦である、勿論ニユ1
トン輪で見ても，10分ノー波長程度である．尤來が封物レンスσ）検査用に用
ふるのであるから，僅かの凹凸は差支へなく，面の非常に李坦である事を要
するのであるが，双方を射止めた鮎は驚き入るものである．15糎程度であれ
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ぱ随分面倒である．猶ほ署名のなV・21糎の李面があるが，これはやヤ双曲線
型のものであるが，面がZド坦であるから，差支へない．或は，或る目的で，
やや凹にしたのではないかとも思はれる．
　又，斜鏡用の小男面は，前記の如く，故人は大きなものから切り取って居
た．これの中には，時々「小さいものにしては」と思ふ程度の誤差があること
がある．これは故人が時間に迫られて，やや齪暴に切り取ったためと思はれ
る．實際，あの四十五度に歪んだのを歪みなしに播り謬るのは困難なことで
ある．その爲め，L六分ノー波長程度の誤差は出肥ることがある「と何時も断
って居られた・この稀にある二丁は，これは故人が時閥に迫られた事を思っ
て許すべきであろう．それも四分ノー波長と云ふは稀で，又四分の一波長迄
であれば像を回す心配もないのであるから，見逃したい・元の李面が悪いの
でなV・から全く故人の技術を汚すものでなV・事を改めて断言して置きたい，
五
　封物レンズ．渕物レンズも全く故人が本格的に素人で手を付けたのは日本
で初めてと云ひたい．勿論5糎程度のものは面白牟分に手を付けた人もあっ
たろうが，10糎以上15糎や，20糎近いのをやってのけた技術，しかも磨き（レ
ンズには極めて大切である）と云ひ，球面牧差の除き具合と云ぴ，完全に專問
土揚以上であった、封物レンズにはオ1トコリ刈シヨンと他に（反射鏡で
も出來るが）ハルトマソの槍査が組立後によく使用される．自分は故人の作晶
について未だこの試験を行って居ないから，いつれ射揚言の19糎や改獲氏の
15糎について試験をした時にあらためて獲表して見たいと思ふ．共他10糎級
のが数個あるが，何れも美しいのには驚く．小生も小さいのを一面〕頁いたが，
よく出來て居た．一町は常に30糎級のものを望んで居られたらしい．尤來干
物レンズは一寸凹面鏡と違ふから，むつかしい．ピッチの都合も攣って來る．
堅い方がよいが，傷が出彫るから軟かくしなければいけない．そこで困難な
事が出來て來る．一一寸素人では手の出し難い所がある．その黙，故人はよく
制禦して居た．
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六
　爲眞レンズ．これは世界中で自作するなんて珍らしい事であった・惜しく
も天皇されたため，二個しか出來て居ないが，その二個が逸品である．一つ
は京大の11cm　triplet，他は改獲氏の13糎Petzval玉で，共に本邦の天華爲眞
界にまで第一線に立って居る．この製作は蚕食封物レンズ以上に面倒なもの
である・未だ自分は経験がないから，詳評は出癖ない．特にtriplet等はとて
も凹みが強い上に，非球面にする必要があるそうで，容易な仕事ではないら
しv・・これについて思ひ起すのは，叉しても京大の23糎であり，のみならす
神戸射揚氏のためには19糎のtripletと35糎のPetzva1の計劃すら進んで居た
ことが追悼號に書かれてある．（他にも23糎の封物レンズ，60糎の拗物像鏡の
工作の第一歩まで進んで居たが）．以上の檬なことで，大禮の批評的な研究は
終りたV・．故人の作品は，人間である限属り多少の優劣も出馬たとは言へ，誰
もが信用出興るものばかりで，不良なものは一つもなV・・凹面雑面以外は自
分の経瞼が淺V・kめ遠慮をした．然し全艦を通じて，筆者の淺學のため誤り
も多v・かも知れないし，叉研究であるため感ずるままに，随分遠慮なしに批
判した・謄越な貼も多多あるであろうが，右の心積で決して悪評する心積で
なかった事を諒とされたV・．
七
　翻って自：分を見れば，未だ凹面鏡も60號，研磨面で80號を越した程度で，
相當自信が付いたとは云へ，故人に比べては遠く及ばない．幸ひ山本先生を
初め色色の方方から御聲援を受けるのに働まされて，萬善を期して研究を進
めて居る・自惚れるのが最もイケナ4事である．今後共に小生の作品に射し
ては御遠慮なく批判や苦言を賜りたv・．轡められては行きづまる．苦言され，
注意されてこそ向上が見出されるのである故，諸賢の苦言を受けて，以て，
自からの資としたい・將來は勿論大立径及び爲眞レンズ〃こ鋤して行きたい・
過渡期の意味で，只今25糎をマウンティングと共に工作中であるが，次に100
號にもなれば大口．径研磨法で30糎級のものを作って見たく思って居る．一方
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W物レンズも，11糎の治験を進めて，20糎級以上に及ぼしたいし，鳥眞の方
も只今として最初に10糎のPetzvalのll二鰍こ兎に角取りかかろうとして居る・
出來れば盆々大きくして，．故人の希望する23糎のもの．を是非一日も早く京大
の爲めに備へたいと念じて居る．その蔚こは只管諸賢の鞭縫を希望して止ま
ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一翼一
　　　　　　　　　　　　　申村雲馬逝きて一周年
　去九月24日は，中村要氏が逝かれてから満一ケ年の記念日でした・花山に居る四五
人の人々は，氏の在りしEを思ひつL，心からなるさXやかな催しをしました・多方
面の天オで，我が國の天交界に，前人未踏の分野を多く開拓しました・攣光星，流星，
小遊星彗星，太陽，天髄爲眞，光畢品研究，火星，月面………・・此等の諸方面の遺
稿を，花山では今爾ほ整理中です，
故中　村 要混晶像
昨1932年五月，花山天文寮のドーム内にて撮影されたるものの
引き延ばし。
　　　　　　　四つ切り版 　イ費　　1．00圓　　　　遙料12銭
東　距　天文協　會
　　　　　　　　　異才中村要氏の遺稿
　　　　　’c反射望遠鏡の研究”
四切のところ，只10部だけ，諸方より切なる要求により，本會事務
室保存のものを手離すことにしました．實費1．00圓，逸事不要で御
頒ちします．　Z拝く串込まれよ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東亜芋粥協會観測部）
